
戦略区分 戦略４ 活力ある暮らし！生活基盤整備戦略！ 整理 No. １９ 

戦略事業名 子育て世代に優しい町ＰＲ事業 担当課 住民福祉課 

（予算事業） （こども家族館管理運営事業） 
H28 実績額 ０ 千円 

H29 予算額 － 千円 

事業の概要 

町内外の子育て世代が多く集まる県立こども家族館において、子育て世代等に係る町の取組施策の PR を行い、移

住・定住の促進を図る。 

これまでの実績 

平成２７年６月から、町子育て支援施策ＰＲパネルを館内に掲示し、併せ

て町定住者支援ガイドブックを設置している。 

KPI・数値目標 

評価指標 数値目標 現状 
KPI 

達成率 

イベント開催時に
おける窓口相談件数 

（Ｈ２６ － ） 

（H31） （H29.7） 

3.0％ 

累計 500 件 15 件 

今後の取組 

引き続きパネル等の掲示を行う。 

今後の PR・方向性 来館者を増加させることにより、より多くの子育て世代に町のＰＲを行い、移住・定住の促進を図る。 



当該事業における成果と課題（各課で記載） 

成 果 

こども家族館のランチプラザにパネルを展示しており、休憩中や食事中にパネルを見たり写真を撮る方も見

受けられ、ＰＲできていると考える。 

課 題 

パネルをみて興味をもった方に、より具体的にＰＲするためのパンフレット等が必要。 

総合政策課ヒアリング結果（※総合政策課ヒアリング後に加筆） 

評価結果 
・子育て支援の内容を取りまとめたパンフレットやリーフレット等の作成により、情報を自宅に持ち帰って

もらうことができるような取組が必要と考える。 

ＫＰＩ達成状況・見直し ・現状の推移では目標に届かない。

その他 ・ホームページの子育て情報を充実（具体的な取り組みの掲載など）も検討してはどうか。

外部有識者 評価委員会の結果（※評価委員会後に加筆） 

評価結果・指摘 今後とも継続的に情報発信に努められたい。 



戦略区分 戦略４ 活力ある暮らし！生活基盤整備戦略！ 整理 No. ２０ 

戦略事業名 住宅取得等支援事業 担当課 建設課 

（予算事業） 

①（おおいの住まい支援事業）

②（Ｕ・Ｉターン者住まい支援事業）

③（分譲地購入者住まい支援事業）

H28 実績額 ７，７００ 千円 

H29 予算額 ２０，４００ 千円 

事業の概要 
県産材を利用した新築・リフォーム、Ｕ・Ｉターン者が行う新築・リフォーム、分譲地購入者が行う新築等に要す

る経費の一部を助成する。 

これまでの実績 

① H２７  １２件  H２８  ９件 

② H２７ ５件  H２８  ３件 

③ H２７   －  H２８  ５件 

KPI・数値目標 

評価指標 数値目標 

⇒ 

現状 
KPI 

達成率 

住宅取得数に係る 
助成件数 

住宅取得支援

事業累計 

（Ｈ３１） 

（Ｈ２８末） 

３４％ 

１００件 ３４件 

今後の取組 広報誌やホームページ等を利用し、引き続き事業についての広報を行う。 

今後の PR・方向性 
町の情報を把握しやすい広報誌やホームページを利用し、引き続き事業について広報を行う。 

県や建築業者と協力しながら事業の広報を行う。 



当該事業における成果と課題（各課で記載） 

成 果 事業利用者の住環境向上や定住促進につながった。 

課 題 

・「U・I ターン者住まい支援事業」「分譲地購入者住まい支援事業」については、事業開始時は町内業者による

新築が対象であったが、Ｈ２９より町外業者による新築も対象となった。対象者が拡大されたことにより、利

用者への広報を行う必要がある。 

・民間分譲地購入者の把握が難しいため、民間分譲地を販売している事業所と協力する必要がある。

総合政策課ヒアリング結果（※総合政策課ヒアリング後に加筆） 

評価結果 
・事業利用までの相談の内容を把握・分析することにより、事業の利用につながるのではないか。また、それ

らを踏まえた広報の強化（リーフレット作成、不動産業者への情報提供）が必要。 

ＫＰＩ達成状況・見直し 
・現状の推移では目標に届かない状況であるが、Ｈ２９より事業対象の拡大が図られているため、当面は推移

の把握に努める。 

その他 ・特になし。

外部有識者 評価委員会の結果（※評価委員会後に加筆） 

評価結果・指摘 （特段の言及なし） 



戦略区分 戦略４ 活力ある暮らし！生活基盤整備戦略！ 整理 No. ２１ 

戦略事業名 宅地造成事業 担当課 建設課 

（予算事業） （住宅用地造成事業） 
H28 実績額 ４，１８２ 千円 

H29 予算額 ０ 千円 

事業の概要 分譲地（大島南浦地区 20 区画、名田庄三重地区 18 区画）の宅地造成を行う。（Ｈ２８で事業終了） 

これまでの実績 

Ｈ２６  ９件 

Ｈ２７  １件 

Ｈ２８  ３件

KPI・数値目標 

評価指標 数値目標 

⇒ 

現状 
KPI 

達成率 

町が関与した分譲地の
売却件数 

（Ｈ３１） （Ｈ２８） 

３４％ 

３８件 １３件 

今後の取組 広報誌やホームページ等を利用し、引き続き分譲地の広報を行う。 

今後の PR・方向性 
県内で発刊されている住宅専門誌への掲載や、分譲地に看板を設置し購入希望者へ広報する。 

南浦地区 

（11/20） 

三重地区

（4/18）

● 

● 



当該事業における成果と課題（各課で記載） 

成 果 
分譲地購入者の定住促進につながった。 

課 題 
分譲を行っている土地開発公社の分譲状況を常に把握し、早期分譲に向け広報活動等で協力する必要がある。 

総合政策課ヒアリング結果（※総合政策課ヒアリング後に加筆） 

評価結果 ・分譲地の所在地の問題もあるが、分譲地の特性をＰＲしてニーズとのマッチングを図る取り組みが必要。

ＫＰＩ達成状況・見直し ・現状の推移では目標に届かない状況であるが、売り切りに向けた取り組みに当面取り組む方向。

その他 ・特になし。

外部有識者 評価委員会の結果（※評価委員会後に加筆） 

評価結果・指摘 （特段の言及なし） 



戦略区分 戦略４ 活力ある暮らし！生活基盤整備戦略！ 整理 No. ２２ 

戦略事業名 おおいの空き家は良い空き家！どんどん使って！事業 担当課 総合政策課 建設課 

（予算事業） （空き家等再生等推進事業） 
H28 実績額 ５８８ 千円 

H29 予算額 １，８２０ 千円 

事業の概要 

町内の空き家および空き地についての情報を収集・整理し、町への移住・定住のため、建物・土地を求めている人

への情報提供や斡旋等を実施する。加えて、町内の空き家の利活用等を積極的に推進すると同時に、町への移住・

定住につなげる、お試し移住制度を創設する。 

これまでの実績 

・お試し居住住宅の利用実績：２８年度７件、２９年度７件（６月末）

・空き家見学ツアー（実施協力）：開催１回、参加者１３組１９人

・空き家情報バンクの運営：登録累計８件、うち４件の紹介実績

KPI・数値目標 

評価指標 数値目標 現状 
KPI 

達成率 

空き家・空地利用に 
かかる相談件数 

（Ｈ２６ － ） 

（Ｈ３１） （Ｈ29.5） 

６％ 

累計 200 件 １２件 

今後の取組 

・町自らが空き家見学ツアーを開催し、回数・内容を充実

・空き家情報バンクの登録件数の増加、制度のＰＲ・お試し居住住宅の提

供数増加、移住等希望者への周知方法の多様化 

今後の PR・方向性 

空き家の利活用及び空き家特措法による特定空き家の除却等などの空き家対策について、「おおい町空き家等対策

検討会」を開催し、２９年度中に町の空き家対策の大きな方向性を打ち出す予定。 

未来創生戦略事業を含め、この枠組みで着実に実施していく。 

空き家見学ツアー（Ｈ28.11.13） 

お試し居住住宅（三森） 



当該事業における成果と課題（各課で記載） 

成 果 

空き家見学ツアーを通じて１件の空き家の取引が成立しており、空き家対策の有効な手法であると考える。 

空き家情報バンクは所有者と購入希望者のマッチングの入り口として引き続き運用を行っていく。 

お試し居住住宅は移住希望者の他、フィールドワークを行う大学生などの利用希望もあった。 

課 題 

空き家見学ツアーは近隣市町でも多数実施されており、ＮＰＯとの協働等による内容拡充が求められる。 

空き家情報バンク登録件数は、町内の空き家総数に比して増加の余地があるので、所有者等への周知等を拡充

する。お試し居住住宅は町内の別地域でも提供することが必要であり、また移住・定住希望者にピンポイント

で情報を届ける方法を検討する必要がある。 

総合政策課ヒアリング結果（※総合政策課ヒアリング後に加筆） 

評価結果 
・利用できる空き家を使える間に処分するとの意識が高くないと考えられる。長期的な視点で、利活用に興味

を持っていただけるような取組みの検討が必要。 

ＫＰＩ達成状況・見直し ・達成については難しい方向であるが、継続した取組を進める。

その他 ・特になし。

外部有識者 評価委員会の結果（※評価委員会後に加筆） 

評価結果・指摘 空き家の活用にはリフォームが必要なので、この点の取組みの広がりを検討するとよい。 


	◎（№19）（こども家族館管理運営事業）評価シート
	◎（№20）（住まい支援事業）評価シート
	◎（№21）（宅地造成事業）評価シート
	◎（№22）（空き家対策）評価シート

